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昨
年
「
戸
籍
の
電
子
化
に
よ

る
抹
消
デ
ー
タ
の
復
元
を
求
め

る
意
見
書
」
を
法
務
省
に
提
出

し
ま
し
た
。

地
方
分
権
一
括
法
の
執
行
に

よ
り
国
の
関
与
を
受
け
又
は
関

与
を
要
す
る
事
は
無
い
と
す
る

「
関
与
の
法
定
主
義
」
を
確
立

し
て
い
ま
す
。

受
託
事
務
と
地
方
分
権
で
の

自
治
体
の
責
任
範
囲
は
。

①
自
主
解
釈
権
を
も
っ
て
自
治

体
独
自
の
処
理
は
可
能
で
は
な

い
か
。

②
誤
字
を
選
択
し
た
人
は
電
子

化
に
さ
れ
ず
、
紙
戸
籍
に
な
る

の
か
。

③
紙
戸
籍
が
存
在
す
る
こ
と
は

電
子
化
統
一
に
反
し
な
い
の
か
。

④
除
籍
者
削
除
の
理
由
を
法
務

省
は
経
費
削
減
の
た
め
と
、
挙

げ
て
い
る
が
、
播
磨
町
に
と
っ

て
は
経
費
削
減
が
ど
れ
位
に
な

っ
た
の
か
。
対
象
者
の
数
は
。

①
戸
籍
法
第
３
条
で
法
務
大
臣

が
事
務
処
理
の
基
準
を
定
め
、

法
務
局
の
長
が
助
言
、
勧
告
、

指
示
で
き
る
旨
の
規
定
が
さ
れ

て
い
る
。

②
紙
戸
籍
の
ま
ま
で
、
電
子
化

へ
の
改
製
は
行
っ
て
い
な
い
。

③
通
達
に
従
い
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
統
一
し
た
事
務
処
理

と
理
解
し
て
い
る
。

④
経
費
削
減
額
な
ど
は
つ
か
ん

で
い
な
い
が
、
除
籍
者
の
確
認

調
査
作
業
に
多
大
な
時
間
と
費

用
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
。

①
国
・
県
に
お
い
て
も
財
政
難

の
折
、
浜
幹
線
の
見
直
し
は
。

②
浜
幹
線
の
現
時
点
よ
り
二
見

に
行
く
車
の
予
想
台
数
は
。

③
住
民
か
ら
懇
願
さ
れ
て
い
る

狭
隘

き
ょ
う
あ
い
道
路
を
先
に
整
備
す
べ
き

で
は
。

④
浜
幹
線
の
開
通
で
国
道
・
県

道
・
明
姫
幹
線
へ
の
渋
滞
緩
和
に

ど
れ
く
ら
い
効
果
が
あ
る
の
か
。

①
浜
幹
線
は
道
路
事
業
の
中
で

最
優
先
に
位
置
づ
け
、
職
員
一

丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
一
日
７
千
台
の
交
通
量
を
予

想
し
て
い
る
。

③
現
在
、
浜
幹
線
事
業
に
全
力

を
集
中
し
て
お
り
、
ま
た
進
み

具
合
を
見
て
検
討
す
る
。

④
全
線
供
用
を
開
始
す
れ
ば
、

県
道
明
石
・
高
砂
線
で
４
千
３

０
０
台
の
減
少
が
予
測
さ
れ
、

か
な
り
の
渋
滞
緩
和
に
な
る
。

①
委
託
料
の
基
準
・
業
務
終
了

の
確
認
は
。

②
自
治
会
委
託
料
件
数
の
把
握

ま
た
、
確
認
は
。

③
下
請
け
の
金
額
確
認
は
。

①
国
・
県
の
定
め
る
積
算
基
準

に
よ
る
。
確
認
は
報
告
書
で
。

②
自
治
会
の
申
告
に
よ
る
。

③
下
請
け
へ
の
介
入
は
し
な
い
。

▲戸籍電子化で除籍者削除

戸籍電子化による問題点は
答弁＝全国統一的な事務処理

浜
幹
線
事
業
の
見
直
し
は

答
弁
＝
枡
田
理
事

大
西
統
括

本
年
度
の
『
第
三
次
播
磨
町

総
合
計
画
』
に
示
さ
れ
て
い
る

中
で
「
家
庭
、
学
校
、
地
域
社

会
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と

い
う
新
た
な
体
制
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
施
設

の
地
域
へ
の
開
放
を
図
る
」
と

あ
る
。

数
年
前
に
比
べ
、
少
子
化
に

伴
い
生
徒
や
教
員
数
が
減
少
し
、

生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
従

来
の
活
発
な
中
学
校
部
活
動
の

停
滞
状
況
が
顕
著
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

そ
こ
で
、
生
涯
学
習
推
進
を

支
え
る
推
進
役
と
し
て
の
人
材

確
保
、
育
成
の
検
討
を
し
て
は

ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
多
様

な
分
野
で
専
門
性
を
持
つ
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
地
域
で
公
募

し
、
顧
問
教
員
補
助
を
目
的
と

す
る
「
中
学
校
部
活
動
外
部
指

導
者
」
と
し
て
、
各
学
校
の
状

況
に
応
じ
て
派
遣
す
る
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

現
在
、
県
の
部
活
動
支
援
事

業
を
活
用
し
た
運
動
部
活
動
指

導
補
助
員
を
播
磨
中
学
校
テ
ニ

ス
部
や
播
磨
南
中
学
校
サ
ッ
カ

ー
部
な
ど
に
三
人
配
置
し
て
お

り
、
従
来
通
り
の
活
発
な
部
活

動
を
続
け
て
い
る
。

町
独
自
の
中
学
校
部
活
動
地

域
指
導
者
制
度
の
導
入
は
、
学

校
現
場
の
実
態
を
研
究
し
つ
つ

考
え
て
い
き
た
い
。

保
護
者
の
指
摘
を
受
け
、
学

校
施
設
で
早
急
な
改
善
が
必
要

と
思
わ
れ
る
老
朽
化
し
た
箇
所

を
数
多
く
確
認
し
た
。

①
体
育
館
扉
な
ど
の
危
険
箇
所

と
換
気
扇
の
無
い
ト
イ
レ
。

②
プ
ー
ル
サ
イ
ド
床
面
の
防
滑

剤
が
劣
化
の
た
め
足
に
付
着

し
粒
子
が
水
中
に
溶
け
出
す
。

③
校
舎
壁
面
の
亀
裂
か
ら
雨
漏

り
し
て
い
る
。

学
校
職
員
で
応
急
的
処
置
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
危
険
・
不
衛
生
な
箇

所
の
改
修
は
、
優
先
順
位
を
間

違
わ
な
い
よ
う
早
急
な
整
備
が

必
要
と
思
う
が
。

国
の
耐
震
対
策
を
優
先
す
る

考
え
を
受
け
、
平
成
14
年
度
か

ら
、
耐
震
診
断
及
び
補
強
工
事

な
ど
の
耐
震
対
策
事
業
を
最
優

先
課
題
と
し
て
実
施
。

①
必
要
に
応
じ
て
改
修
す
る
。

②
そ
の
物
質
は
、
身
体
に
対
し

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

③
終
日
濡
れ
て
い
る
状
態
で
は

な
い
。
職
員
が
拭
い
て
対
応
。

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
改
修

を
行
う
が
、
安
全
度
・
危
険

度
・
授
業
の
支
障
な
ど
を
考
慮

し
て
進
め
ま
す
。

▲中学校部活動に地域からの外部指導者派遣を

外部指導者の派遣制度を
答弁＝実態を研究し検討する

答
弁
＝
木
村
理
事

浜
幹
線
事
業
を
優
先

緑
生
会河

野
　
照
代

答
弁
＝
清
水
町
長

川
崎
統
括

必
要
に
応
じ
て
改
修
す
る

答
弁
＝
松
田
教
育
長

学
校
施
設
の
整
備
充
実
は

委
託
料
の
基
準
・
確
認
は

答
弁
＝
大
北
統
括

積
算
基
準
に
よ
る

渡
辺
　
文
子




